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１．2024年７月期第３四半期の連結業績（2023年８月１日～2024年４月30日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年７月期第３四半期 3,767 － 174 － 144 － 244 －

2023年７月期第３四半期 － － － － － － － －
(注) 包括利益 2024年７月期第３四半期 244百万円( －％) 2023年７月期第３四半期 －百万円( －％)

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年７月期第３四半期 21.14 20.97

2023年７月期第３四半期 － －

（注）2024年７月期第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、2023年７月期第３四半期の
数値及び対前年同四半期増減率については記載しておりません。

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年７月期第３四半期 4,528 1,823 37.2

2023年７月期 － － －
(参考) 自己資本 2024年７月期第３四半期 1,685百万円 2023年７月期 －百万円

（注）2024年７月期第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、2023年７月期の数値につい
ては記載しておりません。

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年７月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2024年７月期 － 0.00 －

2024年７月期(予想) 0.00 0.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況です。当社が発行する普通株式と権利関係の異なる種類株式
（非上場）の配当の状況については、後述の「種類株式の配当の状況」をご覧ください。

３．2024年７月期の連結業績予想（2023年８月１日～2024年７月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,200 － 150 － 130 － 175 － 15.46
(注)1．直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無

詳細は、添付資料P．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関す
る説明」をご覧ください。

2．2024年７月期第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、対前年増減率については
記載しておりません。



※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 有

(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 １社（社名） 株式会社ツクルバボックス 、除外 －社 （社名） －

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2024年７月期３Ｑ 11,677,400株 2023年７月期 11,569,500株

② 期末自己株式数 2024年７月期３Ｑ 335,709株 2023年７月期 335,709株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2024年７月期３Ｑ 11,322,211株 2023年７月期３Ｑ 11,145,478株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社グループが現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社グループとして約束する趣旨のものではありませ
ん。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績
予想のご利用等にあたっての注意事項については、添付書類「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業
績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。

（決算説明会について）
当社は、2024年６月14日（金）に機関投資家及びアナリスト向けに決算説明会を開催する予定です。この説明会

で利用する決算補足説明資料はTDnetで本日開示するとともに、当社のウェブサイトにも掲載しております。



種類株式の配当の状況

普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳は以下のとおりです。

A種種類株式
１株当たり配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年７月期 － 0.00 － 7,095.90 7,095.90

2024年７月期 － 0.00 －

2024年７月期(予想) 10,000.00 10,000.00

(注）当社は2022年11月15日を払込期日として、A種種類株式を700株発行しており、2023年７月期の年間配当は１株当

たり10,000円を日割り換算しております。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当社は、第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しているため、前年同四半期連結累計期間及び前連結

会計年度末との比較分析は行っておりません。

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間において、景気は、一部足踏みが見られつつも、企業収益や雇用情勢を中心として緩

やかな回復を継続しました。景気の先行きとしては、雇用・所得環境が改善する中で、各種政策の効果もあり、緩

やかな回復の継続が期待されます。他方、世界的な金融引き締めや中国経済の先行き懸念など、海外経済の下振れ

が景気を下押しするリスクもあり、物価上昇、中東情勢や金融資本市場の変動などと併せて注視していく必要があ

ります。

当社グループがターゲットとする中古マンション市場においては、景気の緩やかな回復も後押しし、2024年４月

度の首都圏中古マンションの成約件数は3,251件（前年同月比10.1%増）と、11カ月連続で前年同月を上回りまし

た。同月の成約㎡単価は78.08万円（同11.3%増）と48カ月連続、成約価格は5,018万円（同11.9%増）と47カ月連続

でそれぞれ前年同月を上回って推移しています。また、首都圏中古マンションの在庫件数は新型コロナウイルス感

染症の影響で底打ちした2021年６月（33,641件）以降復調傾向にあり、2024年４月は46,027件と、27カ月連続で前

年同月を上回っています。

このような経済環境のもと、当社グループは、主力事業であるcowcamo（カウカモ）事業において、営業活動やマ

ーケティング活動などにおける生産性向上に最注力し、サービス改善や組織体制の強化を通じた事業規模の拡大を

推進してまいりました。この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は3,767,773千円、営業利益は174,685千円、

経常利益は144,379千円、親会社株主に帰属する四半期純利益は244,620千円となりました。

セグメントの業績を示すと、次のとおりです。

① cowcamo（カウカモ）事業

当セグメントにおいては、主に中古・リノベーション住宅のオンライン流通プラットフォームcowcamoの運営

を通じて、中古・リノベーション住宅の仲介を行っております。当事業に係る外部環境は、新築マンション価

格の高止まりを受けた中古マンション流通の拡大及びリノベーションに対する顧客認知の高まりにより、継続

的な拡大基調にあります。

このような環境のもと、事業のさらなる成長に向け、プロダクトおよびサービスの改善、物件案内を行う営

業人員の採用・教育、デジタルマーケティングを中心とした広告活動、業務システムの開発などに取り組んで

まいりました。

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は3,680,821千円、セグメント利益は794,773千円となりまし

た。

② 不動産企画デザイン事業

当セグメントにおいては、主にオフィス設計を中心とした設計・空間プロデュースの受託事業及びコワーキ

ングスペース・ワークプレイスレンタルサービスの運営事業から構成されております。

当社は、2023年11月１日付で、不動産企画デザイン事業を会社分割（簡易新設分割）により新設会社に承継

させたうえで、新設会社の株式の全てを当社の共同創業者である中村真広氏に譲渡しました。つきまして、第

２四半期連結会計期間以降は当セグメントにおける売上および利益の計上はありません。

当第３四半期連結累計期間の売上高は86,951千円、セグメント利益は8,296千円となり、第１四半期連結累計

期間から変更はありません。

（２）財政状態に関する説明

(資産の部)

当第３四半期連結会計期間末における総資産は4,528,499千円となりました。
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流動資産は4,305,094千円となり、その主な内訳は、現金及び預金2,246,695千円、売掛金及び契約資産44,880

千円、販売用不動産1,875,328千円です。

固定資産は223,405千円となり、その内訳は、有形固定資産88,020千円、投資その他の資産135,384千円です。

(負債の部)

当第３四半期連結会計期間末における負債合計は2,704,766千円となりました。

流動負債は2,108,113千円となり、その主な内訳は、短期借入金1,025,115千円、１年内償還予定の社債140,000

千円、１年内返済予定の長期借入金527,572千円です。

固定負債は596,653千円となり、その主な内訳は、社債173,000千円、長期借入金423,653千円です。

(純資産の部)

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は1,823,732千円となりました。その主な内訳は、資本金

56,754千円、資本剰余金1,607,449千円、利益剰余金86,027千円です。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2023年12月14日付「特別利益（投資有価証券売却益）の計上及び連結業績予想の修正に関するお知らせ」において公

表した2024年７月期通期の連結業績予想に変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間
(2024年４月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,246,695

売掛金及び契約資産 44,880

販売用不動産 1,875,328

その他 138,190

流動資産合計 4,305,094

固定資産

有形固定資産 88,020

投資その他の資産 135,384

固定資産合計 223,405

資産合計 4,528,499

負債の部

流動負債

短期借入金 1,025,115

１年内償還予定の社債 140,000

１年内返済予定の長期借入金 527,572

未払法人税等 3,862

賞与引当金 66,437

役員賞与引当金 2,156

その他 342,970

流動負債合計 2,108,113

固定負債

社債 173,000

長期借入金 423,653

固定負債合計 596,653

負債合計 2,704,766

純資産の部

株主資本

資本金 56,754

資本剰余金 1,607,449

利益剰余金 86,027

自己株式 △62,516

株主資本合計 1,687,714

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △2,612

その他の包括利益累計額合計 △2,612

新株予約権 138,630

純資産合計 1,823,732

負債純資産合計 4,528,499
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
当第３四半期連結累計期間

(自 2023年８月１日
至 2024年４月30日)

売上高 3,767,773

売上原価 1,658,547

売上総利益 2,109,225

販売費及び一般管理費 1,934,540

営業利益 174,685

営業外収益

受取利息 45

受取手数料 1,379

その他 399

営業外収益合計 1,824

営業外費用

支払利息 14,542

社債利息 506

株式交付費 700

社債発行費 5,263

支払手数料 9,972

その他 1,144

営業外費用合計 32,130

経常利益 144,379

特別利益

関係会社株式売却益 49,226

投資有価証券売却益 50,779

新株予約権戻入益 3,606

固定資産売却益 571

特別利益合計 104,183

特別損失

固定資産売却損 72

特別損失合計 72

税金等調整前四半期純利益 248,490

法人税、住民税及び事業税 3,869

法人税等合計 3,869

四半期純利益 244,620

親会社株主に帰属する四半期純利益 244,620
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：千円)
当第３四半期連結累計期間

(自 2023年８月１日
至 2024年４月30日)

四半期純利益 244,620

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 31

その他の包括利益合計 31

四半期包括利益 244,652

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 244,652
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（追加情報）

（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項）

当社グループは、第１四半期連結会計期間より四半期連結財務諸表を作成しております。四半期連結財務諸表

作成のための基本となる重要な事項は次のとおりであります。

１．連結の範囲に関する事項

連結子会社の数 １社

連結子会社の名称 株式会社ツクルバボックス

２．持分法の適用に関する事項

該当事項はありません。

３．連結子会社の事業年度等に関する事項

連結子会社の四半期決算日は、四半期連結決算日と一致しております。

（資産の保有目的の変更）

当第３四半期連結会計期間において、固定資産の一部について保有目的を変更したことに伴い、有形固定資

産（土地、建物）58,536千円を販売用不動産へ振り替えております。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第３四半期連結累計期間(自 2023年８月１日 至 2024年４月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

(単位：千円)

報告セグメント
調整額
(注）１

四半期
連結損益

計算書計上額
(注）２

cowcamo
（カウカモ）事業

不動産企画デザイ
ン事業

計

売上高

顧客との契約から生じる収益 3,678,209 82,478 3,760,688 － 3,760,688

その他の収益 2,611 4,473 7,084 － 7,084

外部顧客への売上高 3,680,821 86,951 3,767,773 － 3,767,773

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － －

計 3,680,821 86,951 3,767,773 － 3,767,773

セグメント利益 794,773 8,296 803,069 △628,384 174,685

（注）１．セグメント利益の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用等であります。全社費用は、主

に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

３．その他の収益は、「リース会計に関する会計基準」の範囲に含まれる賃貸料収入等であります。

２．報告セグメントごとの資産に関する情報

当社は、第２四半期連結会計期間において、「不動産企画デザイン事業」を会社分割により事業譲渡いたしまし

た。これにより、前連結会計年度の末日に比べ、「不動産企画デザイン事業」のセグメント資産が97,665千円減少

しております。また、「不動産企画デザイン事業」の資産のうち、事業譲渡の対象とならなかった一部の資産を

「cowcamo（カウカモ）事業」に変更しております。


